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１１ 

福
崎
町
で
唯
一
の
四
角
い
古
墳 

　
５
月
１
日
付
け
で
、
神
谷
区
の

醫
王
寺
境
内
に
あ
る
神
谷
古
墳
が
、

３３
件
目
の
町
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
神
谷
古
墳
は
、
１

辺
約
２０
ｍ
の
方
墳（
四
角
い
形
の

墓
）で
、
棺
を
納
め
る
玄
室
と
外

部
を
結
ぶ
通
路（
羨
道
）が
同
じ
幅

の
横
穴
式
石
室
を
有
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
２５
年
度
に
神
谷
古
墳
を
調

査
し
た
結
果
、
町
内
唯
一
の
方
墳

で
あ
る
こ
と
や
、
図
２
の
よ
う
に

２
段
構
築
で
あ
る
こ
と
、
石
室
の

特
徴
か
ら
７
世
紀
前
半
に
作
ら
れ

た
こ
と
な
ど
が
新
た
に
わ
か
り
ま

し
た
。
石
室
は
現
存
で
１１
ｍ
あ
り
、

町
内
で
も
３
番
目
に
大
き
い
も
の

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
神
谷
古
墳
は
、
古
墳
時
代
に
高

岡
地
域
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
有

力
な
人
の
お
墓
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
じ
時
期

の
播
磨
地
域
で
も
、

方
墳
は
円
墳
（
円
い

形
の
墓
）
よ
り
も
数

が
少
な
く
、
町
の
古

墳
時
代
を
知
る
上
で

重
要
な
古
墳
で
あ
る

と
評
価
で
き
ま
す
。 

 

残
り
の
良
い
横
穴
式

石
室 

　
石
室
内
に
は
多
量

の
土
砂
が
流
入
し
て

い
る
も
の
の
、
し
ゃ

が
ん
で
中
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一

見
、
中
は
狭
そ
う
で
す
が
、
奥
に

入
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
大
人
で
も

立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど

広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の

校
外
学
習
や
出
前
講
座
な
ど
で
、

し
ば
し
ば
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
は
限
ら
れ
た
人
に

し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
古
墳
で
し

た
。 

　
し
か
し
、
今
回
の
指
定
に
よ
っ

て
、
よ
り
多
く
の
方
に
神
谷
古
墳

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
神
谷
古
墳
は
、
町

内
で
も
、
じ
っ
く
り
と
石
室
の
構

造
を
観
察
で
き
る
数
少
な
い
古
墳

の
ひ
と
つ
で
す
。 

　
ぜ
ひ
、
神
谷
古
墳
に
訪
れ
、
古

代
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

 

指
定
・
種
別
　
福
崎
町
指
定
史
跡 

指
定
年
月
日
　
平
成
２６
年
５
月
１
日 

所
　
在
　
地
　
福
崎
町
高
岡
１
９
３
７
（
醫
王
寺
境
内
） 

所
有
者
・
管
理
者
　
醫
王
寺 

神
谷
古
墳
　
１
基 
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▲神谷古墳（南から） 

図１　神谷古墳位置図 

図３　石室内断面図 

　 形 　：方墳 
大 き さ：１辺約２０ｍ 
玄 室 長：４.７ｍ 
玄 室 幅：１.３２ｍ 
羨 道 長：６.３ｍ 
羨 道 幅：１.２４ｍ 
築造時期：７世紀前半 
（今残っている大きさを計測 
  しています。） 

図２　神谷古墳想定図 

こ 

だ
に 

こ 

ふ
ん 

い
お
う
じ ほ

う
ふ
ん 

げ
ん
し
つ 

せ
ん
ど
う 



１２ 

　
昨
年
、
ふ
く
さ
き
歴
史
体
験
隊

は
２０
周
年
を
む
か
え
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
は
じ
め
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、

２０
年
間
、
活
動
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

　
こ
の
活
動
は
、
町
内
の
小
学
５
、

６
年
生
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
や
人
々
と
の
交
流
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
と
お
し
て
、
郷
土

の
歴
史
文
化
を
学
び
ま
す
。 

　体験隊活動へご協力いただきました保護者ボランティアや地域ボランティアのみなさんに厚くお礼申し上げます。
本年度も活動へ参加いただける方を募集しています。 
　ご協力いただける方は、資料館までご連絡ください。　　　　　　　　　歴史民俗資料館（　２２－５６９９） 

～みなさんに支えられて２０周年、学んで、体験して、成長して～ 

　第３回は、みんなで協力してカマを
つくり、土器を焼きました。少し焦げ
たりしたけれど、割れることなく上手
に焼き上がりました。 

　第２回は、縄文土器をつくりました。
みんな悩んで工夫して、納得いく自分
だけの土器をつくりました。 

　最終回は、紙すきでハガキづくり。
できあがったハガキには、１年後の自
分にメッセージを書きました。 

　『播磨国風土記』編さん１３００年を記
念して、神前山に登りま 
した。急な斜面を乗り越 
え、山頂で記念撮影です。 

　お正月を前に、三連凧をつくりまし
た。天候に恵まれず、凧はなかなかあ
がりませんでしたが、好きな絵や模様
を描き、思いのこもった凧が完成しま
した。 

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

土
器
も
カ
マ 

も
大
成
功 

だ
っ
た
よ
！ 

土
器
は
ま
ず 

土
台
づ
く
り 

か
ら
！ 

粘
土
を
ひ
も 

状
に
伸
ば
し 

積
み
上
げ
る
。 

風
土
記
に 

つ
い
て
勉 

強
し
た
よ
。 

　第１回のウォーク・ラリーでは、
　川界隈を中心に、柳田國男の生家
や修理工事中の三木家住宅などを見
学しました。 

　
川
界
隈 

を
巡
り
ま 

し
た
。 



１３ 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
　
研
究
員
　
　 

坂
江
　
渉 

八
千
種
の
余
田
地
区
と
加
西
市
吸
谷
町
を
む
す
ぶ
「
古
道
」 

　
２
年
前
か
ら
、
福
崎
町
教
育
委

員
会
と
連
携
し
て
、
８
世
紀
に
書

か
れ
た
地
誌
、
播
磨
国
風
土
記
の

神
前
郡
条
に
関
わ
る
聞
き
取
り
調

査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

１
月
、
町
内
の
八
千
種
余
田
地
区

の
調
査
で
、
と
て
も
興
味
深
い
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。 

　
昔
か
ら
買
い
物
や
通
婚
も
含
め

て
、
福
崎
町
八
千
種
と
加
西
市
北

条
町
の
間
の
往
来
は
盛
ん
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
交
通
路
は
、
県
道
４

１
０
号（
中
寺
北
条
線
）で
は
な
く
、

峠
を
抜
け
る
道
を
通
る
の
が
普
通

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　
た
し
か
に
大
正

１２
年（
１
９
２
３
）

の
古
地
図
（
陸
測 

図
）
を
み
る
と
、

余
田
地
区
の
東
側

の
谷
間
か
ら
峠
道

に
入
り
、
そ
こ
か

ら
現
在
の
加
西
市

吸
谷
町
に
至
る 

「
小
径
」
が
破
線

で
描
か
れ
て
い
ま
す（
詳
細
は
後

掲
の
報
告
書
の
地
図
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。 

　
そ
の
峠
道
は
、
「
弥
勒
坂
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
気
に

な
っ
た
の
で
、
周
辺
調
査
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
坂
の
両

側
の
麓
の
道
ば
た
に
、
「
右
、
北

条
、
吸
谷
」（
余
田
側
）
、
「
右
、

余
田
、
庄
村
」（
吸
谷
町
側
）な
ど

と
書
か
れ
た
道
標
が
立
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
吸
谷
町
の
地
元
の
方
に

う
か
が
う
と
、
弥
勒
坂
は
狭
い
峠

道
だ
が
、
昔
は
も
う
少
し
整
備
さ

れ
て
い
た
。
牛
の
背
に
荷
物
を
載

せ
て
、
そ
れ
を
西
側
の
市
川
の
船

瀬
ま
で
運
ん
で
い
る
人
を
し
ば
し

ば
見
か
け
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　
車
社
会
に
生
き
て
い
る
わ
れ
わ

れ
か
ら
み
て
、
峠
越
え
の
道
は
や

っ
か
い
な
コ
ー
ス
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。 
       

　
し
か
し
徒
歩
が
当
た
り
ま
え
の

時
代
、
多
少
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が

あ
る
に
し
て
も
、
最
短
の
コ
ー
ス

を
と
っ
て
目
的
地
に
向
か
う
の
が

普
通
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
弥
勒
坂

の
鞍
部
の
標
高
は
、
約
２
０
０
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
が
、
余
田
地
区

の
住
民
の
な
か
に
は
、
夏
場
に
も

こ
こ
を
越
え
吸
谷
町
の
集
落
に
向

か
い
、
民
家
で
「
風
呂
」
を
よ
ば

れ
る
人
も
い
た
と
い
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
話
か
ら
み
て
、
弥
勒

坂
を
通
る
東
西
の
ル
ー
ト
は
、
昭

和
３０
年
代
こ
ろ
ま
で
、
人
が
頻
繁

に
通
う
、
重
要
な
交
通
路
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

古
代
の
風
土
記
の
時
代
ま
で
遡
る

こ
と
を
直
接
語
る
資
料
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
し
か
し
、
弥
勒
坂
の
東
側
の
吸

谷
町
の
谷
間
に
は
、
７
世
紀
後
半

の
白
鳳
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
「
吸
谷
廃
寺
」
の
遺
構

が
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
各
地
の
発
掘
事
例
を
み
ま
す
と
、

古
代
の
寺
院
は
、
一
般
に
人
の
往

き
来
の
盛
ん
な
交
通
路
の
近
く
に

建
立
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
弥
勒
坂
を

通
過
す
る
道
は
、
今
か
ら
１
３
０

０
年
前
も
昔
か
ら
の
「
古
道
」
の

一
つ
で
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
形
で
、

吸
谷
廃
寺
が
つ
く
ら
れ
た
と
理
解

で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

　
弥
勒
坂
の
峠
道
の
途
中
に
は
、

不
思
議
な
伝
説
を
も
つ
「
蛙
岩
」

と
い
う
巨
岩
が
あ
り
、
ま
た
吸
谷

町
に
は
、
風
土
記
の
「
修
布
の
井
」

に
比
定
さ
れ
る
井
戸
も
存
在
し
ま

す
。 

       

　
古
道
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
歴

史
遺
産
を
め
ぐ
る
記
憶
や
思
い
出

な
ど
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
を
若

い
世
代
の
人
々
に
継
承
し
て
行
く

こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
責
務
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
調
査
チ
ー
ム
で
は
、

今
後
も
、
関
連
す
る
古
文
書
や
絵

図
の
分
析
、
さ
ら
に
は
聞
き
取
り

調
査
を
す
す
め
て
い
く
予
定
で
す
。

弥
勒
坂
の
交
通
路
に
関
わ
る
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
ま
す
。
想
い
出

や
ご
記
憶
を
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資

料
館
（
　
２２
・
５
６
９
９
）
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
小
稿
の
中
身
に
つ
い
て

は
、
報
告
書
の
な
か
に
ま
と
め
て

い
ま
す
。
左
の
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。 

す
い
だ
に 

り
く
そ
く 

ず 

は
り
ま
の
く
に
ふ
ど
き

 

み
ろ
く 

ふ
も
と 

あ
ん
ぶ 

か
え
る 

す
　
ふ 

さ
か
の
ぼ 

は
く
ほ
う 

す
い
だ
に
は
い
じ 

▲弥勒坂（吸谷町側から） 

▲余田側の道標（手前）と 
　　弥勒坂の鞍部（写真右奥） 

神戸大学学術成果リポジトリ、 

http://www.lib.kobe-u.ac.jp/ 

repository/８１００５９３５.pdf 

ご覧ください。 

関連報告書のご案内 

▲蛙岩（吸谷町側） 



開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
路
・
中
国
自

動
車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２６
年
６
月
５
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 

65
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利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

１４ 

　
鼎
は
医
師
と
な
る
た
め
に
福
崎

を
離
れ
、
明
治
２０
年（
１
８
８
７
）

に
茨
城
県
北
相
馬
郡
布
川
町（
現

北
相
馬
郡
利
根
町
布
川
）で
「
済

衆
医
院
」
を
開
業
し
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
開
業
か
ら
半
年
後
に

は
弟
の
柳
田
國
男
（
６
男
）
を
呼

び
寄
せ
て
、
２
年
間
育
て
ま
し
た
。 

　
國
男
は
、
布
川
で
過
ご
し
た
貴

重
な
体
験
を
『
故
郷
七
十
年
』
で

記
し
て
い
ま
す
。 

    

　
鼎
は
明
治
２６
年
（
１
８
９
３
）

に
千
葉
県
南
相
馬
郡
布
佐
町（
現

我
孫
子
市
布
佐
）に
居
を
構
え
、

「
凌
雲
堂
医
院
」
を
開
き
、
そ
の

後
４１
年
間
布
佐
で
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
昭
和
２
年（
１
９
２

７
）か
ら
の
２
年
間
、
布
佐
町
長

を
つ
と
め
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に

千
葉
県
と
茨
城
県
の
境
で
あ
る
利

根
川
に
橋
を
架
け
る
計
画
を
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
橋
は
、
鼎
が
過
ご
し
た
布

川
と
布
佐
を
結
ぶ
橋
で
す
。
し
か

も
、
こ
の
橋
を
「
栄
橋
」
と
名
付

け
た
の
は
、
弟
の
井
上
通
泰（
３

男
）で
し
た
。 

　
当
館
で
は
、
こ
の
よ
う
な
松
岡

五
兄
弟
の
つ
な
が
り
や
交
流
を
示

す
話
を
大
事
に
し
、
兄
弟
の
業
績

と
と
も
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。 

柳
田
國
男
記
念
館
だ
よ
り 

さ
い 

し
ゅ
う 

り
ょ
う
う
ん
ど
う 

さ
か
え
ば
し 

ふ
か
わ 

ふ
　
さ 

　松岡家の長男である鼎は、万延元年（１８６０）

に神東郡田原村　川（現神崎郡福崎町西田原）に

誕生しました。 

　姫路師範学校を卒業後、郷里田原村の昌文小

学校の校長となりました。 

　そして、その後、医師となりました。 

　２０歳で松岡家の家督を相続し、７５歳で亡くな

るまで松岡家の大黒柱としての

役割を担いました。 

　鼎は生涯を通して、両親や弟

たちのことも気遣いました。 

　今年は、昭和９年（１９３４）に

亡くなった鼎の没後８０年の節

目の年です。 松岡　鼎 

しょうぶん 

かなえ 

利根川（旧栄橋が架かっていたところ） 
※旧栄橋は、現在の栄橋の下手（布川水位観測
所付近）にあったと推測されます。 

市
　
川 

《付近見取図》 
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介護保険からのお知らせ 

介護保険施設の居住費、食費の軽減制度があります！ 

社会福祉法人等による利用者負担の 
軽減制度があります！ 

軽減を受けるにはどうすればいいの？ 

　特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護
療養型医療施設、ショートステイの各サービスを
利用する方のうち、次の方については、居住費、
食費について負担の上限額（負担限度額）が設けら
れ、負担が軽減されます。 
　１．住民税非課税世帯の方 
　２．生活保護を受けている方　など 
 
 
 
　介護保険サービスを利用すると、かかった費用
の１割が利用者負担となりますが、社会福祉法人
等が行う介護サービスを利用した場合、所得によ
り利用者負担が軽減される制度があります。 
 
 
　居住費、食費の負担限度額の適用や利用者負担
額の軽減を受けるには、サービスを利用する前に
申請書に必要事項を記入して申請してください。認定された方には、後日、認定証・確認証を交付しますので、
施設、事業所へ提示してからサービスを利用してください。 

問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係（内線３５４・３６４） 

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合、従来型個室の負担限度額は
（　）内の金額となります。 
※ユニット型個室や従来型個室などの区分については、利用する施設・事務所へお問
い合わせください。 

〔１日あたりの負担限度額〕 

利用者の所得等の状況 食費の負担限度額 

300円 

390円 

650円 

居住費の負担限度額 

ユニット型個室 820円 
490円 

0円 

490円 
（320円） 

820円 
490円 

320円 

490円 
（420円） 

1,310円 
1,310円 

320円 

1,310円 
（820円） 

ユニット型準個室 

従来型個室 

多床室（大部屋） 
ユニット型個室 
ユニット型準個室 

従来型個室 

多床室（大部屋） 
ユニット型個室 
ユニット型準個室 

従来型個室 

多床室（大部屋） 

・住民税非課税世帯で 
　老齢福祉年金受給者 
・生活保護を受給している方 

・住民税非課税世帯で 
　合計所得金額＋課税年金収 
　入額が８０万円以下の方 

・住民税非課税世帯の方 
　（上の基準に該当しない方） 

平成２６年度介護保険料 

　今年度から６月の通知時に前納

の納付書は同封しません。 

　一括での納付をご希望の方は、

ご連絡いただければ送付します。 

 

 

 

　４・６・８月分は、原則前年度

の２月分と同額の保険料を納めて

いただきます。（仮徴収） 

　前年の所得に応じ年間の保険料

が決定すると、仮徴収で納めてい

ただいた額を差し引いた残りの額

を１０・１２・２月分で納めていた

だきます。（本徴収） 

 

問い合わせ先 

　税務課　介護保険料担当 

　　　　　（内線３４２） 

　６５歳の誕生日の前日の属する月から、各市町で決められた基準額をもとに、
所得段階別に保険料が決定し、個々に納付していただきます。平成２６年度
の基準額は月額４，８００円です。 
　みなさんには、６月に発送する「平成２６年度介護保険料額決定通知書」
でお知らせします。 

【介護保険料早見表】 
所得段階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

第７段階 

対　　象　　者 保険料 年額（円） 

基準額×０.５０ ２８,８００ 

基準額×０.５０ ２８,８００ 

基準額×０.６５ ３７,４００ 

基準額×０.７５ ４３,２００ 

基準額×０.８３ ４７,８００ 

基準額×１.００ ５７,６００ 

基準額×１.２５ ７２,０００ 

基準額×１.５０ ８６,４００ 

基準額×１.７０ ９７,９００ 

生活保護を受けている人 
世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受けている人 

世帯全員が住民税非課税で、 
前年の合計所得金額＋公的年金等収入額が８０万円以下の人 

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋公的年金等 
収入額が８０万円を超え１２０万円以下の人 

世帯全員が住民税非課税で、 
前年の合計所得金額＋公的年金等収入額が１２０万円を超える人 

本人が住民税非課税（同一世帯に住民税課税者がいる）で、 
前年の合計所得金額＋公的年金等収入額が８０万円以下の人 

本人が住民税非課税（同一世帯に住民税課税者がいる）で、 
前年の合計所得金額＋公的年金等収入額が８０万円を超える人 

本人が住民税課税で、合計所得金額が１９０万円未満の人 

本人が住民税課税で、 
合計所得金額が１９０万円以上４００万円未満の人 

本人が住民税課税で、合計所得金額が４００万円以上の人 

※第２・３・４段階の「合計所得金額」とは、年金以外の所得で構成する合計所得金額をいいます。 

保険料を納付書で 
　納めていただいている方へ 

保険料を年金から 
　納めていただいている方へ 

１５ 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　農地転用とは、農地を住宅用地や露天駐車場など、農地以外の用途に変
更することです。たとえ自分の土地であっても、農地転用する場合は必ず
許可や届出が必要になります。また、一時的に使用する資材置場を目的終
了後に農地に戻す場合なども、一時転用の許可申請が必要になります。 

◆条件 
○転用可能な農地（農振農用地以外）であること 
○その土地でなければ事業の目的が達成しないことなど 
※申請農地が福崎町農業振興地域整備計画書にもと
づく農振農用地に指定されている場合、原則転用
はできません。指定されているかどうかは、農林
振興課農政係に確認してください。 

◆申請の手続き 
①農地転用可能かどうかなどは、農業委員会に事前
にご確認ください。 
②農業委員会に申請書を提出すると、農業委員会が
書類審査と現地調査を行います。 
③農業委員会定例総会（月１回）で審議を行った後、
県の諮問機関を経て、農地転用が認められた場合、
申請者に許可書が交付されます。 

農地転用について 

１６ 

　町と県では、昭和５６年５月以前に着工された住宅を対象に、住まいの耐
震化を支援しています。詳しくは、まちづくり課（内線３３５・３３６）へ。 

制度の流れ 

　町が簡易耐震診断員を派遣し、
調査・診断を実施します。 
費　用 
　木造戸建住宅の場合：３０,０００円 
　（個人負担額：３,０００円） 
申込期日　平成２７年１月３０日 

簡易耐震診断推進事業 

福崎町住宅耐震改修促進事業 
　町が耐震改修工事にかかる事業費の一部を補助します。 
補助金額　対象となる工事費用の１６分の１以内（１５万円／戸を上限） 
※町内施工業者を利用した場合、さらに加算があります。 

わが家の耐震改修促進事業 
　県が耐震改修の計画策定と工事にかかる事業費の一部を補助します。 
補助金額 
　①計画策定費補助：対象となる設計費用の３分の２以内 
　　（戸建住宅の場合：２０万円／戸を上限） 
　②工事費補助：戸建住宅は対象となる工事費用の３分の１以内 
　　（戸建住宅の場合８０万円／戸、耐震診断の評点が０.７
未満の木造戸建住宅のみ９３.３万円／戸を上限） 

申込期日　予定戸数に達し次第受付終了 

簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
の
低
か
っ
た
住
宅
に 

つ
い
て
は
、
右
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

◆制度の概要 

農地法 許可が必要な場合 転用申請者 許可権者 

第４条 農地の所有者が農地を転用する場合 農地所有者 
県知事（４ha以下） 
農林水産大臣（４ha超） 

　　　　　〃 
農地所有者と転用を 
行う者（買主（借主）） 

他人名義の農地を売買・貸借し、転 
用する場合 

第５条 

※４条・５条とも市街化区域の農地は農業委員会へ届出を行い、受理されると転用ができます。 

転用許可を受けずに転用を行った場合 
　無断転用した場合や転用許可後に事業計画どおりに転用していない場合には、農地法
違反となり、工事の中止や原状回復などの命令がなされる場合があります。また、無断
転用者等には３年以下の懲役または３００万円以下の罰金を科せられることがあります。 

問い合わせ先 
　農業委員会事務局 
　（農林振興課内・内線３１２） 


